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市議会報告 

この報告は、市議会政務活動費で発行

しています。 

岡村英治議員の 

戦
争
法
案
に
 

 
 
 
反
対
の
声
を
あ
げ
よ
 

市
内
の
自
衛
隊
員
を
 

 
 
 
戦
場
に
行
か
す
な
 

  
国

会
で

審
議

さ
れ

て
い

る
「

安
全

保
障

法

制
」

、
そ

の
正

体
は

憲
法

違
反

の
戦

争
法

案
で

あ
る

こ
と

は
は

っ
き

り
し

て
き

ま
し

た
。

 

岡
村
 
市

長
は

、
最

高
法

規
で

あ
る

憲
法

を
守

り
、

戦
争

の
放

棄
を

定
め

た
憲

法
を

次
世

代
に

引
き

継
い

で
い

く
使

命
が

あ
る

。
憲

法
に

違
反

し
て

海
外

で
の

武
力

行
使

に
踏

み
出

そ
う

と
す

る
「

戦
争

法
案

」
は

許
さ

れ
な

い
。

 

市
長
 
丁

寧
な

国
民

に
対

す
る

説
明

が
求

め
ら

れ
て

い
る

も
の

と
認

識
し

て
い

る
。

国
政

の
動

向
を

注
視

し
た

い
。

 

岡
村
 
市

内
に

は
陸

自
駐

屯
地

、
空

自
美

保
基

地
が

あ
り

多
く

の
隊

員
が

暮
ら

し
て

い
る

。

「
市

民
を

戦
場

に
行

か
せ

な
い

」
、

市
長

の
そ

う
し

た
決

意
が

必
要

だ
。

 

 
※

こ
う

し
た

質
問

に
も

、
同

じ
答

弁
を

繰
り

返
す

市
長

は
責

任
あ

る
態

度
と

は
無

縁
で

す
。

 

 
自

衛
官

の
募

集
に

当
た

っ
て

、
住

民
基

本
台

帳
の

閲
覧

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

。
同

台
帳

の
閲

覧
が

あ
っ

た
場

合
、

閲
覧

状
況

の
公

表
が

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

岡
村
 
鳥

取
市

や
倉

吉
市

な
ど

県
内

他
市

で
は

Ｈ
Ｐ

、
市

報
な

ど
で

公
表

・
掲

載
し

て
い

る
。

米
子

市
の

よ
う

に
告
示
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る

自
治
体
は
あ
る
か
。
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

市
民
環
境

部
長
 

閲
覧

内
容

の
公

表
に

つ
い

て

は
、

他
市

の
状

況
を

参
考

に
見

直
す

方
向

で
考

え
た

い
。

 

 実
効

性
あ

る
「
空

き
家

対

策
」
を
 

  
危

険
空

き
家

の
問

題
が

深
刻

化
し

て
い

ま

す
。

鳥
取

県
は

三
十

万
円

を
限

度
に

、
「

危
険

空
き

家
」

の
解

体
・

撤
去

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

制
度

を
設

け
て

い
ま

す
。

 

岡
村
 
「

安
全

で
安

心
な

市
民

生
活

の
確

保
」

と
い

う
米

子
市

の
空

き
家

条
例

を
実

効
性

あ
る

も
の

に
し

て
い

く
た

め
、

鳥
取

県
と

連
携

し
て

米
子

市
も

財
政

支
援

し
て

い
く

べ
き

。
 

建
設
部
長

 
解

体
費

補
助

の
制

度
化

の
考

え
は

な
い

。
 

 就
学
援
助
制
度
 

給
食

費
補

助
の

削
減

は

許
さ
れ
な
い
 

  
低

所
得

家
庭

の
児

童
・

生
徒

の
学

び
を

保
障

す
る

制
度

と
し

て
就

学
援

助
制

度
が

あ
り

ま

す
。

そ
の

給
食

費
補

助
が

、
こ

れ
ま

で
の

９
割

補
助

か
ら

７
割

補
助

に
引

き
下

げ
ら

れ
、

保
護

者
負

担
が

１
割

か
ら

一
挙

に
３

割
と

保
護

者
負

担
が

３
倍

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
 

岡
村
 
経

済
的

困
難

を
抱

え
る

家
庭

に
支

給
さ

【
一
般
会
計
補
正
予
算
か
ら
】
 

 マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制

度
導
入
や

め
よ
 

  
一

般
会

計
補

正
予

算
に
、

総
務

費
・
基

幹
業

務
再

構
築

事
業

（
７

３
２

９
万

７
千

円
）

が
計

上
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
こ

の
事

業
は
、

莫
大

な
経

費
を

か
け

、
全

国
民

の

情
報

を
国

が
一

元
管

理
し

よ
う

と
す

る
マ

イ
ナ

ン

バ
ー

制
度

導
入

に
伴

う
準

備
作

業
で

す
。

同
制

度
は

さ
ま

ざ
ま
な

問
題
点

が
指
摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
性

同
一

性
障

害
を

持
つ

方
で

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
が

実
施

さ
れ

る
と

「
戸
籍
上
の
性
と
違
う
と
い
う
こ
と
が

分
か

っ
て

し
ま

う
」
「
差

別
・
偏

見
の

目
で

見
ら

れ
な

い
か
」
と
い
う
心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ま

た
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

で
使

う
個

人
情

報
は

、
税

を
は

じ
め

、
年

金
や

社
会

保
険

と
い

っ
た

社
会

保

障
、

さ
ら

に
預

金
情

報
、
病

歴
な

ど
が

集
約

さ
れ

る

こ
と

に
な

り
、

こ
の

よ
う

な
莫

大
な

情
報

が
漏

え
い

で
も

し
た

ら
、

先
ご

ろ
問

題
と

な
っ

た
年

金
情

報
の

流
失

以
上
の

影
響
が

懸
念
さ
れ

ま
す

。
 

 
ま

た
、

来
年

一
月

以
降
、

源
泉

徴
収

票
な

ど
の

行

政
に

提
出

す
る

書
類

に
、
従

業
員

や
扶

養
家

族
の

番

号
を

記
載

す
る

義
務

が
、
企

業
に

は
生

じ
ま

す
。

そ

し
て

、
保

管
し

て
い

た
番

号
が

外
部

に
漏

れ
る

と
企

業
に

も
罰

則
が

科
せ

ら
れ

る
な

ど
、

地
域

の
事

業
者

に
過

大
な
負

担
を
負

わ
せ
る
こ

と
に

も
な

り
ま
す

。
 

 
年

金
情

報
の

流
失

が
発

覚
し

、
多

く
の

国
民

が
不

安
を

抱
い

た
ま

ま
制

度
導

入
を

強
行

す
る

こ
と

は
許

さ
れ

ま
せ

ん
。
準

備
作

業
は

い
っ

た
ん

中
止

し
、

番

号
通

知
と
利

用
の
開

始
は
取
り

や
め

る
べ

き
で
す

。
 

 保
育
料
が

第
三
子

以
降
無
料

化
 

  
子

ど
も

の
た

め
の

教
育
・

保
育

給
付

事
業

（
２

１

０
２

万
７

千
円
）

と
、
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
助

成
事

業
（

１
８

９
８

万
円
）

が
一

般
会

計
補

正
予

算

に
計

上
さ
れ

て
い
ま

す
。

 

 
今

年
９

月
か

ら
第

三
子

以
降

の
保

育
料

が
無

料
化

さ
れ

ま
す
。

保
育
料

の
軽
減
に

、
一

歩
前

進
で
す

。
 れ

て
い

る
こ

と
か

ら
し

て
、

今
回

の
負

担
増

は

教
育

的
配

慮
に

欠
け

た
も

の
。

 

教
育
長
 

就
学

援
助

費
全

体
の

見
直

し
の

中
で

県
内

他
市

と
の

均
衡

を
図

り
な

が
ら

学
用
品
費

の
増
額
、

対
象
者

を
拡
大
し

た
も

の
。

 

岡
村
 
福
岡
市

で
は
入
学
準
備
金
の
入
学
前
支

給
を

し
て

い
る

。
ま

た
米

子
市

で
は

学
用
品
費

の
支

給
が
年
度
末
に

な
っ

て
い

る
。

せ
め

て
学

期
ご
と

の
支

給
に

す
べ

き
。

 

教
育

長
 
先

例
地

の
事

例
を
研
究

し
、

他
市

の
事

例
も

参
考

に
支

給
方

法
の

見
直

し
に
努

め
た

い
。

 

       産
廃
処
分
場
計
画
 

 
住
民
の
意
思
の
尊
重
を
 

  
淀
江
町
小
波
に
計
画
さ

れ
て

い
る
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場

の
事
業
主

体
が

、
こ

れ
ま

で
の

民
間
業
者

・
環
境
プ
ラ
ン
ト
工
業

か
ら

、
県

の

外
郭
団
体

・
県
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー

に
変

更
さ

れ
ま

し
た

。
住

民
の
計
画
に

対
す

る
不
安

を
反
映
し

た
も

の
で

す
。

 

岡
村
 
事
業
主

体
が
変
更

に
な

っ
た

今
、
環
境

ア
セ
ス
は

や
り

直
す

こ
と

。
豊
か

な
地

下
水
脈

を
も

つ
淀
江
が
適
地

な
の

か
、
候
補

地
選

定
も

含
め

住
民

の
納

得
の

い
く
調
査
・

説
明

が
必

要

だ
。

 

市
民
環
境

部
長

 
施
設

の
規
模
・

内
容

に
つ

い

て
変
更
は

な
く

す
で

に
実
施
さ

れ
た

生
活
環
境

影
響
調
査

を
事
業
セ
ン
タ
ー
が

引
き

継
ぐ
。

同

セ
ン
タ
ー

で
、

地
元

住
民

の
理

解
を

得
る

よ

う
、

説
明

責
任

を
十
分
果

た
し

て
い

た

だ
き

た
い

。
 

岡
村

 
計
画

を
進

め
る

た
め

に
住

民
の

同
意

を
得

る
場

合
、
関
係

す
る

住
民

一

人
ひ

と
り

の
意
思

が
反
映

さ
れ

る
べ

き
。

 

市
民

環
境

部
長

 
米

子
市

の
責
務

と
し

て
地
元

住
民

の
声

を
的

確
に

鳥
取

県
、

事
業
セ
ン
タ
ー

に
届

け
る

こ
と

で
あ

る

と
考

え
る

。
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① 年金削減の取りやめと最低保障年

金制度の実現を求める請願  

② 公正で公平な教科書採択制度を求

める陳情書  

③ 集団的自衛権行使のための「安全

保障関連法案」に反対してくださ

い  

請願、陳情に対する各議員の態度 

   ○賛成  ×反対 ① ②  ③ 

共産党 岡村 英治 ○ ○ ○ 

蒼生会      

岩崎 康朗 × × × 

尾沢 三夫 × × × 

門脇 一男 × × × 

田村 謙介 × × × 

三鴨 秀文 × × × 

三穂野雅俊 × × × 

湯浅 敏雄 × × × 

渡辺 穣爾 議長  

信 風  

安達 卓是 × × ○ 

伊藤ひろえ × ○ ○ 

稲田  清 × × ○ 

中田 利幸 × × ○ 

村井  正 × × ○ 

公明党 

今城 雅子 × × × 

前原  茂 × × × 

安田  篤 × × × 

矢田貝香織 × × × 

希 望 

国頭  靖 × ○ ○ 

土光  均 ○ ○ ○ 

矢倉  強 × × × 

山川 智帆 × × × 

遠藤  通 × × ○ 

岡田 啓介 × × × 

戸田 隆次 × × × 

コモンズ 杉谷第士郎 ○ ○ ○ 

改進  

３人が新会派を結成 

 ６月議会を前に、これまで一人会

派・無所属だった３人の議員が新会派

「改進」を結成しました。代表は遠藤

通議員です。 

 これにより、複数議員が所属する会

派 は、蒼 生 会（８ 人）、信 風（５

人）、公 明 党（４ 人）、希 望（４

人）とあわせ５会派となりました。 

陳
情

書
 

集
団

的
自

衛
権

行

使
の

た
め

の
『
安

全
保

障
関

連
法

案
』
に

反
対

し
て

く
だ

さ
い
 

 

 
後

半
国

会
の

最
大

の
焦

点
と

な
っ

て
い

る
「
安

全
保

障
法

制
」
、
そ

の
本

質
は

憲
法

破
壊

の
「
戦

争
法

案
」
で

あ
る

こ
と

が
ま

す
ま

す
明

瞭
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
法

案
に

は
、
３

つ
の

大
問

題
が

あ
り

ま
す

。
 

 
第

一
の

問
題

は
、
米

国
が

世
界

の

ど
こ

で
あ

れ
、
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

戦

争
、
イ

ラ
ク

戦
争

の
よ

う
な

戦
争

に

乗
り

出
し

た
際

に
、
自

衛
隊

が
こ

れ
ま

で
「
戦

闘
地

域
」
と

さ
れ

て
き

た
地

域
ま

で
出

か
け

、
弾

薬
の

補

給
、
武

器
の

輸
送

な
ど

の
「
後

方
支

援
」
�

い
わ

ゆ
る

兵
站

を
行

う
こ

と

で
す

。
 

 
第

二
の

問
題

は
、
国

連
平

和
維

持

活
動

法
（
Ｐ

Ｋ
Ｏ

法
）
を

改
定

し
て

、

Ｐ
Ｋ

Ｏ
と

は
無

縁
の

活
動

を
新

た
に

持
ち

込
み

、
形

式
上

「
停

戦
合

意
」

さ
れ

て
い

る
が

、
戦

乱
が

続
い

て
い

る
と

こ
ろ

に
自

衛
隊

を
派

遣
し

て

治
安

活
動

を
さ

せ
る

、
武

器
の

使

用
も

「
自

己
保

存
」
だ

け
で

な
く

、

巡
回

、
警

備
、
銃

を
つ

か
っ

た
威

嚇

な
ど

「
任

務
遂

行
」
の

た
め

の
も

の
へ

格
段

に
拡

大
し

ま
す

。
 

 
第

三
の

問
題

は
、
こ

れ
ま

で
の

政

府
の

憲
法

解
釈

を
根

底
か

ら
覆

し
、
日

本
が

ど
こ

か
ら

も
攻

撃
さ

れ

て
い

な
い

の
に

、
集

団
的

自
衛

権
を

発
動

し
て

、
米

国
が

引
き

起
こ

す

戦
争

に
自

衛
隊

が
参

戦
し

、
海

外

で
の

武
力

行
使

に
の

り
だ

す
こ

と

で
す

。
 

 
「
新

三
要

件
」
を

満
た

さ
な

け
れ

ば
「
『
で

き
な

い
』
と

答
え

る
」
と

い
っ

て
も

、
「
新

三
要

件
」
そ

の
も

の
が

抽

象
的

で
、
客

観
的

基
準

が
な

く
、
満

た
す

か
ど

う
か

は
時

の
政

府
の

裁

量
次

第
で

あ
り

、
武

力
行

使
の

「
歯

止
め

」
に

な
ら

な
い

こ
と

は
明

ら
か

で
す

。
 

 
青

年
・
学

生
、
法

曹
界

、
学

者
や

文
化

人
、
宗

教
者

な
ど

幅
広

い
団

体
・
個

人
が

反
対

の
声

を
上

げ
、
全

国
津

々
浦

々
か

ら
「
戦

争
法

案
反

対
」
「
若

者
を

戦
場

に
送

ら
な

い
」

の
声

が
上

が
り

、
世

論
調

査
で

も

戦
争

法
案

に
「
反

対
」
、
な

い
し

は

「
今

国
会

で
成

立
さ

せ
る

べ
き

で
な

い
」
は

あ
わ

せ
て

８
割

を
超

え
て

、

「
賛

成
」
の

１
３

％
を

圧
倒

し
て

い

ま
す

。
 

 
そ

う
し

た
世

論
を

し
っ

か
り

と
国

会
に

届
け

、
陸

上
自

衛
隊

の
駐

屯

地
、
航

空
自

衛
隊

美
保

基
地

が
あ

る
米

子
市

と
し

て
、
そ

こ
で

働
く

若

者
や

家
族

の
不

安
に

こ
た

え
る

た

め
、
陳
情

を
採
択

し
「
戦

争
法

案
」

反
対

の
意
見
書

を
国

に
上

げ
て

い

く
べ

き
で

す
。
 

※
採
決
結
果
は
不
採
択
 

 年
金

削
減

の
取

り
や

め
と

最

低
保

障
年

金
制

度
の

実
現

を

求
め
る
請
願

 

 
「
下
流
老

人
」
と

い
う
言
葉

が
あ

り
ま

す
。
「
生

活
保
護

基
準
相
当

で

暮
ら

す
高
齢

者
お

よ
び

そ
の
恐

れ

が
あ

る
高
齢

者
」
を

さ
す

と
さ

れ
て

い
ま

す
。
１
６

・
３

％
、
６

人
に

１
人

と
い

う
「
子

ど
も

の
貧
困
率

」
が

発

表
さ

れ
て

、
大

き
な
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、
６
５
歳
以

上
の

高
齢

者
の
相

対
的
貧
困
率

は
２
２

・

０
％

。
単
身
高
齢

者
の

場
合

、
そ

の

割
合

が
も

っ
と
ひ

ど
く
男
性

の
場

合
は

３
８

・
３

％
、
女
性

の
場

合
は
５

２
・
３

％
と

な
っ
て

い
ま

す
。
 

 
そ
ん

な
状
況

が
広

が
っ
て

い
る
中

、

少
子
高
齢

化
の
進
展

に
合

わ
せ

る

と
い

っ
て

「
マ

ク
ロ
経
済

ス
ラ

イ
ド

」

を
導
入

し
、
高
齢

者
の

平
均
余
命

の
伸
び
分

（
０

・
３

％
）
、
現
役

人
口

の
減
少
分

（
０

・
６

％
）
の

あ
わ

せ
て

０
・
９

％
ず

つ
を
毎

年
毎

年
、
今

後

３
０

年
間

も
年
金
削
減

を
す

れ
ば

ど
う

な
る

の
か

。
 
い

ま
で

も
乏

し
い

年
金
暮

ら
し

の
方

が
、
生

活
保
護

を
受

給
せ
ざ

る
を
得

な
く

な
る

、
そ

ん
な
姿

が
浮

か
ぶ

制
度

に
、
若

者

が
将
来

の
老

後
を
託

せ
る

で
し
ょ

う
か

。
年
金

制
度

を
維

持
す

る
と

い
っ

て
生

活
保
護

に
追

い
や

る
な

ど
、
こ

れ
ま

で
年
金

保
険
料

を
ま
じ

め
に
お

さ
め

て
き

た
お

年
寄

り
の
尊

厳
を
傷

つ
け

る
も

の
で

す
。
 

 
ま

た
、
世

界
の
先
進

国
で

は
常
識

に
な

っ
て

い
る

最
低

保
障

年
金

を

国
の
責

任
で

制
度

化
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
そ

の
財
源

は
、
低

所
得

者
ほ

ど
重

い
負
担

に
な

る
消

費
税

に
頼

る
の

で
は

な
く

、
応
能
負

担
の
原
則

に
た

っ
て
所
得
税

や
住

民
税

、
相

続
税

な
ど

の
累
進

を
強

め
る

こ
と

で
国
民

全
体

で
支

え
て

い

け
ば

、
制
度

化
は
可
能

で
す

。
 

 
よ

っ
て

、
同
請
願

の
採
択

を
求

め

る
も

の
で

す
。
 

※
採
決
結
果
は
不
採
択
 

 公
正

で
公

平
な

教
科

書
採

択

制
度
を
求
め
る
陳
情
書
 

 
来

年
度

か
ら

使
用

さ
れ

る
中

学

校
教
科
書

の
採
択

に
当

た
っ

て
、
子

ど
も

の
状
況

を
一
番
知

っ
て

い
る

教

師
や

保
護

者
の

意
見

が
反
映

さ

れ
、
透

明
・
公
正

な
採
択

制
度

、

情
報
公
開

の
推
進

を
求

め
る
陳

情
で

す
。
 

 
ユ
ネ

ス
コ

が
１
９
６
６

年
に
採
択

し
た

「
教
員

の
地
位

に
関

す
る
勧

告
」
、
日

本
政

府
も

賛
成

し
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
に

は
教
員

は
「
生
徒

に

最
も
適

し
た

教
材
及
び

方
法

を
判

断
す

る
た

め
の

格
別

の
資

格
を
認

め
ら

れ
た

も
の

」
と
記
述

さ
れ

て
い

ま
す

。
「
子

ど
も

と
教
科
書

全
国

ネ
ッ
ト
２

１
」
事

務
局
長

の
俵
義

文

さ
ん

は
「
子

ど
も

た
ち

や
地

域
の
実

態
に
即

し
て

教
科
書

を
選
ぶ

こ
と

は
、
音
楽

家
が
演
奏

す
る

時
に

自

分
で

自
分

の
楽

器
を
選
ぶ

の
と
同

じ
で

す
」
と
語

っ
て

い
ま

す
。
 

 
子

ど
も

た
ち

の
教
育

に
一
番

合
っ

た
教
科
書

を
選
択

で
き

る
の

は
子

ど
も

自
身

で
あ

り
、
状
況

を
よ

く

知
っ

て
い

る
保
護

者
や

教
師

で
す

。

そ
う

し
た

意
見

を
十
分
受

け
止

め
、
開

か
れ

た
教
科
書
採
択

を
求

め
る
同
陳
情

の
採
択

を
求

め
る

も

の
で

す
。
 

※
採
決
結
果
は
不
採
択
 

 新たな委員会構成が決まる ６月議会では、議会運営委員会をはじめ、３つの常任委員会の新たな構成が決まりました。 

                委員会の会派別一覧表は次の通りです。（◎は委員長、〇は副委員長） 

 

委員会名 定数 蒼生会 信風 公明党 希望 改進 共産党 コモンズ 

議会運営 ８ 

◎岩﨑 康朗 
 尾沢 三夫 
 三鴨 秀文 

〇村井  正 
 稲田  清 

 安田  篤 国頭  靖 戸田 隆次     

 

総務文教 ９ 

◎門脇 一男 
 三穂野雅俊 
 渡辺 穣爾 

 安達 卓是 
 村井  正 

〇安田  篤 国頭  靖 
矢倉  強 

戸田 隆次     

市民福祉 ８ 
 三鴨 秀文 
 湯浅 敏雄 

伊藤ひろえ  今城 雅子 
 矢田貝香織 

◎土光  均 〇岡田 啓介  岡村 英治   

建設経済 ９ 

〇田村 謙介 
 岩﨑 康朗 
 尾沢 三夫 

◎稲田  清 
 中田 利幸 

前原  茂 山川 智帆  遠藤  通   杉谷第士郎 

日
本
共
産
党
生
活
相
談
所
 
 

 
 
電

話
・

Ｆ
ａ

ｘ
 

３
２

�
５

５
９

０
 

  米
子

市
富

士
見

町
１

３
６

 
 岡
 
村
 
え
 
い
 
じ
 
 

 
電
話
 
２
９
�
３
４
７
５
 

 
ブ

ロ
グ
 

h
ttp

://jcp
y
.sak

u
ra.n

e.jp
/o

/ 

 
 
 

ご
意

見
を

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。
 

請
願
、
陳
情
に
対
す
る
 

日
本
共
産
党
市
議
団
の
態
度
 


